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時　間 講　演　内　容 講　師

13：00
▼

13：50

紙製容器包装リサイクル推進協議会
専務理事・事務局長

川村　節也　氏

◆「紙製容器包装リサイクルの現状と提言」
当推進協議会において私は容器包装リサイクル制度の見直しの合同会議の委員を務めておりま
す。前回の2013年11月の第4回合同会議でヒアリングのおりに発表した「紙製容器包装の容
器包装リサイクル制度の見直しに向けた提言」をベースに更新したものに、今回のプラスチック
資源循環促進法及び施行令案等を加味した講演にしたい。

14：00
▼

14：30

株式会社ダイナックス都市環境研究所
主任研究員

（LL紙パックリサイクル
推進研究会事務局）

有間　俊彦　氏

日本テトラパック株式会社
サステナビリティ ディレクター

大森　悠子　氏

日本製紙株式会社
紙パック営業統括部　主席調査役

有本　　敦　氏

◆「アルミ付紙パックの回収やリサイクルについての概要と事例紹介」
アルミ付紙パック飲料は、清涼飲料や果汁飲料を中心として身近な商品であるが、飲み終わった
後の回収リサイクルがどのように行われ、どのような課題があるのかについてはあまり知られ
ていない。
LL紙パックが回収・リサイクルできることについては業界団体であるLL紙パックリサイクル推
進研究会が情報発信を行っているほか、研究会の会員企業がそれぞれ独自の取り組みを行って
いるケースがある。
本講演ではアルミ付紙パックの回収リサイクルについて概観した後、具体的な回収事例として
日本テトラパックの「ベルマーク運動」を、リサイクル事例として日本製紙ほか2社による「ポリ
アルリサイクルプロジェクト」などを紹介する。

14：40
▼

15：40

日本製紙株式会社
リサイクル推進室・室長

長谷川　真　氏

日本製紙株式会社
紙パック営業統括部・技術調査役

野田　貴治　氏

◆「循環型社会の実現に対する紙の貢献可能性～日本製紙グループの開発・取り組み事例～」
包装業界に限らずすべての産業界において、「持続可能性」「気候変動」「廃棄物問題」は、地球環境
における普遍的な課題として挙げられる。日本製紙グループでは、「紙でできることは紙で。」と
いう考えのもと、パッケージにおける紙の可能性を拡大し、これらの課題解決に貢献できるよう
な技術・製品開発を行ってきた。直近では、使用済み紙容器回収の実証事業やリサイクル設備増
強に向けた投資を行うなど、資源循環に対する活動を強化している。
本講演では、紙素材の特徴を説明した後に、日本製紙グループのパッケージ戦略および製品開発
やリサイクル活動の取り組み事例の紹介を通して、普遍的課題の解決および循環型社会の実現
に対する紙の貢献可能性について述べる。

15：50
▼

16：50

大森機械工業株式会社
取締役　管理本部長

一岡　幹朗　氏

◆「包装機械から見る紙製容器包装の可能性と課題」
脱石油・循環型社会への対応が求められる中で、プラスチック容器包装の代替として紙製容器包
装を採用する事例が多く見られるようになった。それに伴い、包材メーカー様やユーザー様から
多くの紙製包装の検討依頼が舞い込んでいる。
当社は紙製フィルムによる包装の経験は豊富で多くのノウハウを有しているが、それでも最近
依頼されるテーマは難しく、対応に苦慮している。
本セミナーでは紙製容器包装に対応するための包装機械の特徴と紙製容器包装の技術的課題に
ついてお話しする。

日時 ： 令和4年３月18日（金）
主催 ： 　公益社団法人日本包装技術協会

―容器の紙化におけるリサイクルの現状と課題について――容器の紙化におけるリサイクルの現状と課題について―
（オンライン配信）（オンライン配信）

JPI催しのご案内JPI催しのご案内
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包装材料セミナーの参加申し込み方法について
JPIホームページ（URL：https : //www.jpi.or.jp/）より参加登録をお願いします。
Ｚｏｏｍを利用したオンラインセミナーとなります。
お申込みの方に、事前登録等の手続きをメールでご案内します。

スミ
K100

DIC 196



講師のご紹介講師のご紹介

開催要領
日　時：令和4年3月18日（金）13:00 ～16:50

※Zoomを利用したオンラインセミナー形式
申込者に事前登録の手順をメールで連絡します

【個人情報の取り扱いについて】
1．個人情報は「第17回包装材料セミナー」の事業実施に関わる資料等の作成、並びに当会が主催・実施する各事業におけるサービスの提供や事業のご
案内のために利用させていただきます。なお、作成資料は、開催当日、関係者に限り配布する場合があります。

2．参加申込みによりご提供いただいた個人情報は、法令に基づく場合などを除き、第三者に開示・提供することはありません。

包装材料セミナー企画委員
＊本催しは各企業から推薦された企画委員によりプログラムを編成しております
　香川　幸子 委員　凸版印刷㈱ 生活･産業事業本部 ビジネスイノベーションセンター 開発本部 第一開発部 課長
　大橋　敬史 委員　マースジャパンリミテッド アジア太平洋地域　研究開発部パッケージマネージャー
　張　　義宏 委員　アサヒ飲料㈱ 研究開発本部 技術研究所 容器包装グループ グループリーダー
　田井　伸二 委員　㈱クラレ エバール事業部　品質・技術統括部長
　芋田　大輔 委員　東洋製罐㈱ テクニカルセンター　基盤技術開発部 プラスチック素材開発グループグループリーダー
　大葛　貴良 委員　ユニチカ㈱ 包装フィルム営業部 市場開発グループ グループ長　
　大平　祐歌 委員　㈱明治　研究本部 技術研究所 次世代ものづくり研究部 包装技術G
　西森　　泉 委員　雪印メグミルク㈱ ミルクサイエンス研究所　技術開発研究室

参加申し込み方法と注意事項
【参加申込方法】
 ・本催しは「Zoomウェビナー」を利用してのオンライン配信となります。
　お申し込みは当会ホームページの包装材料セミナー参加申込ページよりご登録下さい。
　当会ホームページURL：https : //www.jpi.or.jp/
 ・参加申込者には参加用URL、参加方法、参加までの手順、注意事項をお知らせしますので、確認の上参加の準備を進めて下さ
い。（登録後、事前の参加手続きが必要ですのでご注意ください。）

 ・申し込みされた方には後日参加料請求書をお送りします。
 ・申込者1名のみ本催しに参加できます。1つのメールアドレスで1人しか参加できません。
【注意事項】
①「Zoomウェビナー」を利用したオンライン配信となりますのでご利用の端末へのZoomアプリケーションのインストールおよびイ
ンターネット接続が必要となります。

②接続回線の状況により視聴しにくい場合があります。通信費・接続利用料金等は自己負担となります。
③本セミナーの内容について、録画･録音･キャプチャー取得によるデータ保存行為を固く禁止します。
④申し込みの際メールアドレスの入力が間違っていると案内メールをお送り出来ませんのでご注意下さい。
⑤開催3日前からのキャンセルによる参加費のご返金はできませんのでご注意下さい。
お問い合わせ先：公益社団法人日本包装技術協会　包装材料セミナー係　担当：竹内
〒104-0045　東京都中央区築地４－１－１　東劇ビル10F
TEL.03（3543）1189　　FAX.03（3543）8970　e-mail:takeuchi@jpi.or.jp

【ご略歴】
1983年3月　大阪大学工学部醗酵工学科卒業
1983年4月　森永製菓株式会社入社
2007年3月　環境戦略室室長就任
2011年11月　紙製容器包装リサイクル推進協議会出向、専務理事・事務

局長就任
産業構造審議会 産業技術環境分科会 廃棄物・リサイクル小委員会　容器
包装リサイクルワーキンググループ 委員

川村　節也（カワムラ セツヤ） 氏
紙製容器包装リサイクル推進協議会
専務理事・事務局長

【ご略歴】
1994年　大学卒業後、メーカー、コンサルティング会社を経て
2021年　株式会社ダイナックス都市環境研究所入社
2013年からLL紙パックリサイクル推進研究会事務局業務に携わる

有間　俊彦（アリマ トシヒコ） 氏
株式会社ダイナックス都市環境研究所　主任研究員
（LL紙パックリサイクル推進研究会事務局）

【ご略歴】
2005年　日本テトラパック株式会社入社
　　　　　マーケティング部などを経て
2021年6月より現職。

大森　悠子（オオモリ ユウコ） 氏
日本テトラパック株式会社
サステナビリティ　ディレクター

【ご略歴】
2000年　日本製紙株式会社入社
2021年からLL紙パックリサイクル推進研究会運営委員を務める

有本　　敦（アリモト アツシ） 氏
日本製紙株式会社
紙パック営業統括部　主席調査役

【ご略歴】
1993年　日本製紙株式会社　入社

商品開発研究所、勿来工場、技術本部、グループ販売戦略本部等
にて勤務

2021年　技術本部　リサイクル推進室長

長谷川　真（ハセガワ マコト） 氏
日本製紙株式会社
リサイクル推進室・室長

【ご略歴】
1981年　大阪大学　工学部　機械工業科　卒業
1981年～2015年　大日本印刷株式会社　包装事業部（開発部長）
2015年～現在　大森機械工業株式会社（大阪支店長、管理本部長）
日本包装技術協会　包装専士講師（情報・ICタグ）包装管理士講師（包装機械）
日本包装機械工業会　包装学校　企画運営委員長および講師
技術士（経営工学・ロジスティクス）

一岡　幹朗（イチオカ ミキロウ） 氏
大森機械工業株式会社
取締役　管理本部長

【ご略歴】
2004年　日本製紙株式会社　入社

技術研究所（現　総合研究所）配属
紙・パルプの新技術および新製品開発に従事

2016年　パッケージング・コミュニケーションセンター
企画開発・マーケティングを中心とした新規パッケージ事業の
拡大の取組みを推進

2021年　紙パック営業統括部
新製品の開発・販促を担当

包装専士、包装管理士

野田　貴治（ノダ タカハル） 氏
日本製紙株式会社
紙パック営業統括部・技術調査役

参加費：

定　員：100名

1名分参加費 会員
会員 

（3名同時申込1名あたり） 一般

本体 13,000円 11,000円 20,000円

消費税10% 1,300円 1,100円 2,000円

税込合計 14,300円 12,100円 22,000円


